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は
じ
め
に

　

形
容
詞
に
敬
語
接
頭
辞
「
御
」
が
前
接
す
る
「
御
＋
形
容
詞
」
は
、
中

世
に
発
達
し
（【
例
１
】）、
現
代
共
通
語
に
お
い
て
も
「
お
忙
し
い
」「
お

め
で
た
い
」
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
（【
例
２
】）。

　
【
例
１
】 「
我
身
の
事
は
い
か
で
も
あ
り
な
ん
、君
の
御
た
め
御
心
苦
し
」

と
て
、
あ
る
暮
が
た
に
内
裏
を
出
で
て
、
ゆ
く
ゑ
も
知
ら
ず

う
せ
給
ひ
ぬ
、 

（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』7590_4760

）

　
【
例
２
】 

学
会
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
た
い
へ
ん
お
め

「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
に
つ
い
て

山
本
　
久

で
た
い
こ
と
で
す
。 

（
作
例
）

　
「
御
＋
形
容
詞（
１
）」
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
発
達
過
程
の
整
理
と
、
現

代
共
通
語
に
お
け
る
実
態
の
整
理
が
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
の
う
ち
、「
敬
語
発
達
史
上
の
位
置
づ
け
」「
用

例
の
見
ら
れ
る
各
種
資
料
の
位
置
づ
け
」
と
い
う
、
残
さ
れ
た
問
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
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第
一
節　

先
行
研
究

　

第
一
項　
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
（
一
）
─
形
態
面
か
ら
─

　

ま
ず
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
を
扱
っ
た
先
行
研
究
を
検
討
し
、
現

段
階
の
成
果
と
課
題
を
ま
と
め
る
。

　

中
村
・
大
久
保
・
碁
石
（
二
〇
〇
二
）
に
は
、「
形
容
詞
・
形
容
動
詞

に
接
頭
語
「
御
」
を
直
接
付
け
て
尊
敬
の
意
を
表
す
方
法
が
、
鎌
倉
時
代

以
降
発
達
し
ま
し
た
」
と
す
る
説
明
が
あ
る
（
三
八
三
頁
）。
大
き
く
言

え
ば
中
世
に
起
こ
っ
た
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄

（
一
九
五
四
）
三
九
八
～
三
九
九
頁
に
始
ま
る
先
行
研
究
が
主
な
論
点
と

し
て
き
た
の
は
、「
御
心
苦
シ
」
の
よ
う
な
「
御
＋
名
詞
＋
形
容
詞
」
に

分
解
で
き
る
タ
イ
プ
（
複
合
型
）、「
御
恋
シ
」
の
よ
う
な
分
解
で
き
な
い

タ
イ
プ
（
単
純
型
）
の
二
類
の
う
ち
、
後
者
が
い
つ
成
立
し
た
か
、
と
い

う
点
だ
っ
た
。
単
純
型
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、『
御
湯
殿
上
日
記
』、

『
平
家
物
語
』
諸
本
、『
と
は
ず
が
た
り
』
な
ど
の
用
例
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
が
（
国
田
百
合
子
（
一
九
六
四
）、
森
野
宗
明
（
一
九
六
四
）、
小
松

正
（
一
九
六
七
）、
和
田
利
政
（
一
九
六
七
）、
近
藤
政
美
（
一
九
七
一
））、

近
藤
政
美
（
一
九
七
二
）
が
古
文
書
と
い
う
転
写
を
経
て
い
な
い
資
料
の

用
例
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
一
四
世
紀
前
半
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

確
実
と
な
っ
た
。
近
藤
氏
論
文
以
降
の
専
論
は
少
な
い
が
、『
御
伽
草
子
』

の
用
例
を
整
理
し
た
坂
詰
力
治
（
二
〇
〇
八
）
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
重
要
な
指
摘
を
含
む
が
、
同
時
に
、

単
純
型
／
複
合
型
と
い
う
形
態
上
の
特
徴
に
着
目
し
て
、
軍
記
物
語
・
女

房
日
記
・
古
文
書
と
い
っ
た
多
様
な
資
料
か
ら
個
別
的
に
用
例
の
報
告
を

行
っ
て
き
た
、と
い
う
一
貫
し
た
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。よ
っ

て
、（
１
）「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
を
、
尊
敬
語
・
謙
譲
語
と
い
っ
た
敬

語
の
機
能
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、（
２
）
資
料
的
性
質
に

や
や
差
が
あ
る
各
種
資
料
の
用
例
を
、
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
て
理
解
で

き
る
か
、
と
い
う
点
が
残
さ
れ
た
課
題
だ
と
考
え
る
。（
１
）
の
課
題
に

つ
い
て
は
次
項
と
次
節
で
分
析
の
枠
組
み
を
示
し
、（
２
）
の
課
題
に
つ

い
て
は
（
１
）
の
検
討
を
通
し
て
考
え
た
い
。

　

第
二
項　
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
（
二
）
─
敬
語
の
機
能
面
か
ら
─

　

形
態
面
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
き
た「
御
＋
形
容
詞
」の
発
達
史
を
、

敬
語
の
機
能
か
ら
も
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
前
項
に
挙
げ
た
和
田
利
政

（
一
九
六
七
）、
中
村
・
大
久
保
・
碁
石
（
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。

　

和
田
氏
論
文
は
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
「
御
＋
形
容
詞
」
を
詳
細
に

検
討
す
る
中
で
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能
に
は
、「
御
オ
ボ
ツ
カ

ナ
シ
」
な
ど
「
感
情
の
適
用
範
囲
」
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
「
Ⅰ
型
」（「
私
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ハ
ｘ
ガ
御
・
形
容
詞
」）
と
、「
御
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
」
な
ど
「
そ
の
情
態
の
所

有
者
」
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
「
Ⅱ
型
」（「
ｘ
ハ
御
・
形
容
詞
」）
の
二

種
類
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
四
頁
・【
例
４
】【
例
５
】）。

　
【
例
４
】 

な
ど
や
（
ア
ノ
東
二
条
院
マ
デ
ガ
退
出
ナ
サ
ル
ノ
カ
）
な
ど
、

御
お
ぼ
つ
か
な
く
お
ぼ
え
さ
せ
お
は
し
ま
し
し
ほ
ど
に
、

 

（『
と
は
ず
が
た
り
』
五
（
和
田
氏
論
文
例
１
））

　
【
例
５
】 （
院
ノ
瘧
ガ
）
今
や
お
ち
さ
せ
お
は
し
ま
し
ぬ
と
承
る
と
思
ふ

ほ
ど
に（
再
ビ
）御
わ
づ
ら
は
し
う
な
ら
せ
お
は
し
ま
す
と
て
、

 

（『
と
は
ず
が
た
り
』
五
（
和
田
氏
論
文
例
６
））

　

中
村
・
大
久
保
・
碁
石
（
二
〇
〇
二
）
は
、『
源
氏
物
語
』、
覚
一
本
『
平

家
物
語
』、『
と
は
ず
が
た
り
』、『
住
吉
物
語
』か
ら「
御
ユ
ク
リ
ナ
シ
」「
御

恋
シ
」「
御
イ
タ
ハ
シ
」「
御
ユ
カ
シ
」
を
挙
げ
、「
御
ユ
ク
リ
ナ
シ
」
は
「
そ

の
状
態
の
主
格
を
高
め
」、「
御
恋
シ
」「
御
イ
タ
ハ
シ
」「
御
ユ
カ
シ
」
は

形
容
詞
の
「
対
象
格
に
立
つ
人
物
を
高
め
」
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
も

と
に
、「
御
＋
形
容
詞
」の
敬
語
の
機
能
に
は
、主
格
を
高
め
る「
主
格
ガ
、

御
＋
状
態
を
表
す
形
容
詞
（
・
形
容
動
詞
）」
と
、
対
象
格
を
高
め
る
「
対

象
格
ガ
、
御
＋
心
情
を
表
す
形
容
詞
」
と
い
う
二
つ
の
構
造
が
あ
る
、
と

い
う
整
理
を
行
っ
て
い
る
（
三
八
三
頁
）。

　

こ
こ
で
、両
論
文
が
共
通
し
て
示
唆
し
て
い
る
の
は
、「
御
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
」

「
御
ユ
ク
リ
ナ
シ
」
の
類
と
、「
御
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
」「
御
恋
シ
」「
御
イ

タ
ハ
シ
」「
御
ユ
カ
シ
」
の
類
は
、
敬
意
の
構
造
の
差
異
が
形
容
詞
の
語

義
（
属
性
形
容
詞
／
感
情
形
容
詞
）
に
対
応
す
る
形
で
生
じ
て
お
り
、
特

定
の
敬
意
対
象
を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
連
続
性
を
持
つ
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
の
方
法
は
、
次
節
で
述
べ
る
「
御
＋
形
容
詞
」

の
機
能
の
全
体
像
を
理
解
す
る
う
え
で
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
、
留
意

し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
和
田
氏
が
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
「
御
後
ロ
メ
タ
シ
」

「
御
ム
ツ
マ
シ
」
な
ど
の
数
例
が
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の
枠
組
み
で
は
や
や
捉
え

に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
五
頁
）
よ
う
に
、「
御
＋
形
容
詞
」
の

敬
語
の
機
能
の
全
体
像
を
分
析
す
る
に
は
、
よ
り
包
括
的
な
枠
組
み
が
必

要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節　

分
析
の
枠
組
み

　

第
一
項　

現
代
共
通
語
に
お
け
る
「
お
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能

　

本
節
で
は
、
現
代
共
通
語
の
「
お
＋
形
容
詞
」
を
対
象
と
し
た
先
行
研

究
を
参
照
し
て
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能
を
整
理
し
、「
御
＋
形

容
詞
」
の
発
達
を
分
析
す
る
た
め
の
包
括
的
な
枠
組
み
を
示
す
。

　

現
代
共
通
語
の
「
お
＋
形
容
詞
」
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
敬
語
の

全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
「
お
＋
形
容
詞
」
に
触
れ
た
菊
地
康
人



國學院雑誌　第 126 巻第６号（2025年） ─ 32 ─

（
一
九
九
七
）
三
五
二
～
三
五
三
頁
・
三
八
一
～
三
八
六
頁
、
形
容
詞
を

用
い
た
敬
語
を
記
述
す
る
中
で
「
お
＋
形
容
詞
」
に
触
れ
た
細
川
英
雄

（
一
九
九
五
）、
日
本
語
教
育
の
観
点
か
ら
「
お
＋
形
容
詞
」
の
実
例
と

指
導
法
を
検
討
し
た
村
田
志
保
（
二
〇
一
二
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
「
お
＋
形
容
詞
」
の
体
系
的
記
述
を
行
っ
た
研
究
と
し
て
、
森
山

卓
郎
（
二
〇
二
〇
）
が
あ
る
。

　

森
山
氏
論
文
は
、
現
代
共
通
語
の
「
お
＋
形
容
詞
」
に
つ
い
て
、
音
韻
・

語
構
成
・
語
種
・
文
体
な
ど
の
条
件
か
ら
使
用
の
適
否
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
敬
語
の
機
能
上
の
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
森
山
氏
は
、「
お

忙
し
い
」
な
ど
の
「
尊
敬
語
」、「
お
懐
か
し
い
」
な
ど
の
「
謙
譲
語
」、「
お

久
し
い
」
な
ど
の
「
丁
重
語
」
の
分
類
を
挙
げ
、
謙
譲
語
の
中
に
、「
Ｘ

は
Ｙ
が
Ｚ
（
感
情
評
価
的
属
性
）」
の
構
造
を
持
つ
「
お
懐
か
し
い
」
型
、

「
対
者
を
対
象
と
し
た
感
情
を
述
べ
る
」「
お
恥
ず
か
し
い
」
型
、「
話
者

側
を
主
語
と
し
て
対
者
へ
の
マ
イ
ナ
ス
属
性
を
敬
意
と
共
に
表
す
」「
お

聞
き
苦
し
い
」
型
の
三
区
分
を
立
て
る
（
三
四
～
三
五
・
三
七
頁
）。
ま
た
、

「
お
め
で
た
い
」
と
い
う
「
美
化
語
」
の
区
分
も
挙
げ
て
い
る
（
三
九
頁
）。

　

森
山
氏
論
文
は
、「
お
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能
の
全
体
像
を
整
理

し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、「
美
化
語
」
や
「
謙
譲
語
お
恥

ず
か
し
い
型
」
な
ど
中
世
前
期
以
前
に
は
用
例
が
稀
な
機
能
の
位
置
づ
け

が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
を
考
え
る
う
え
で
大

き
な
示
唆
を
与
え
る
。
次
項
で
は
、
森
山
氏
論
文
を
受
け
て
実
例
の
収
集

を
行
っ
た
劉
志
偉
（
二
〇
二
一
）
な
ど
も
参
照
し
つ
つ
、
森
山
氏
の
枠
組

み
に
若
干
の
補
足
を
加
え
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
機
能
に
つ
い
て
の
稿
者

の
理
解
を
提
示
す
る
。

　

第
二
項　
「
御
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能
の
整
理

　

最
初
に
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
お
懐
か
し
い
型
の
区
分
を
考
え
る
。
森
山

氏
や
、
そ
の
前
提
と
な
る
菊
地
康
人
（
一
九
九
七
）
は
、
敬
意
対
象
に
対

す
る
主
体
の
感
情
を
述
べ
る
「
お
懐
か
し
い
」
等
を
謙
譲
語
と
し
て
扱
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
劉
氏
が
、「
話
し
手
側
以
外
の
人
物
と
そ
の
関
連
事

物
に
対
す
る
話
し
手
側
の
心
情
的
な
見
解
を
表
す
「
お
懐
か
し
い
」
は
寧

ろ
い
わ
ゆ
る
「
尊
敬
語
用
法
」
に
接
近
す
る
」
と
指
摘
す
る
通
り
（
一
四
八

頁
）、
お
懐
か
し
い
型
は
敬
意
対
象
に
対
す
る
評
価
、
お
聞
き
苦
し
い
型

と
お
恥
ず
か
し
い
型
は
主
体
側
に
対
す
る
評
価
と
い
う
差
異
が
あ
り
、
前

者
は
こ
の
点
で
尊
敬
語
と
の
連
続
性
を
持
つ
。

　

こ
の
「
連
続
性
」
の
実
態
を
考
え
る
う
え
で
、
前
節
で
触
れ
た
和
田
利

政
（
一
九
六
七
）、
中
村
・
大
久
保
・
碁
石
（
二
〇
〇
二
）
を
振
り
返
り

た
い
。
森
山
氏
の
枠
組
み
を
古
典
語
の
用
例
に
適
用
す
る
と
、「
御
ユ
ク

リ
ナ
シ
」
な
ど
は
尊
敬
語
、「
御
恋
シ
」
な
ど
は
謙
譲
語
お
懐
か
し
い
型

に
相
当
す
る
と
言
え
る
が
、
両
論
文
で
は
、
両
者
の
敬
意
の
構
造
の
差
異
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が
、
属
性
形
容
詞
／
感
情
形
容
詞
と
い
う
形
容
詞
の
語
義
に
対
応
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
感
情
形
容
詞
と
属

性
形
容
詞
の
中
間
に
位
置
す
る
語
─
中
世
に
実
例
の
あ
る
「
御
頼
モ
シ
」

な
ど
─
が
、
形
式
だ
け
で
は
尊
敬
語
と
お
懐
か
し
い
型
の
い
ず
れ
に
位
置

す
る
か
直
観
的
に
判
断
が
難
し
く
、
個
別
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
お
懐
か
し
い
型
の
区
分
は
、
敬
語
の
機

能
に
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
い
う
よ
り
、
前
者
は
属
性
形
容
詞
、
後
者
は

感
情
形
容
詞
と
い
う
語
義
の
差
異
で
あ
り
、
語
義
に
対
応
し
た
形
で
の
連

続
性
を
持
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
考
え
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
尊
敬
語
／
謙
譲
語
お
懐
か
し
い
型
の
区
分
と
、
謙
譲
語
内

で
の
お
聞
き
苦
し
い
型
／
お
恥
ず
か
し
い
型
の
区
分
を
、
平
行
的
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
お
聞
き
苦
し
い
型
の
形
容
詞
の
語
義
が
属
性
形
容
詞

で
あ
り
、「
お
懐
か
し
い
」「
お
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
の
感
情
形
容
詞
と
対

置
さ
れ
る
こ
と
は
森
山
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
（
三
五
頁
）
か
ら
、
お
聞

き
苦
し
い
型
／
お
恥
ず
か
し
い
型
の
区
分
も
、
や
は
り
語
義
に
よ
る
差
異

で
あ
り
、
語
義
に
対
応
し
た
形
で
の
連
続
性
を
持
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
尊
敬
語
・
謙
譲
語
は
、
ま
ず
（
ア
）
評
価
の
対
象

が
敬
意
対
象
で
あ
る
か
主
体
で
あ
る
か
、
に
よ
っ
て
、
尊
敬
語
・
お
懐
か

し
い
型
／
お
聞
き
苦
し
い
型
・
お
恥
ず
か
し
い
型
の
区
分
が
で
き
、
そ
の

う
え
で
、（
イ
）
形
容
詞
の
語
義
が
属
性
形
容
詞
で
あ
る
か
感
情
形
容
詞

で
あ
る
か
、
に
よ
っ
て
、
尊
敬
語
／
お
懐
か
し
い
型
な
ら
び
に
お
聞
き
苦

し
い
型
／
お
恥
ず
か
し
い
型
の
区
分
が
で
き
る
、
と
考
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、お
懐
か
し
い
型
は
、「
謙
譲
語
」よ
り
も「
尊

敬
語
」
と
称
す
る
方
が
体
系
と
し
て
は
理
解
し
や
す
い
。
名
称
に
拘
る
必

要
性
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
で
は
、
従
来
の
尊
敬
語
と
お
懐
か
し
い
型
を

い
ず
れ
も
「
尊
敬
語
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
実
際
に
は
、「
御
＋
形

容
詞
」
の
「
尊
敬
語
」「
謙
譲
語
」
と
、
一
般
に
動
詞
述
語
の
用
法
を
指

す
「
尊
敬
語
」「
謙
譲
語
」
と
は
機
能
上
の
ズ
レ
が
あ
る
が
、
先
行
研
究

を
継
承
し
て
名
称
そ
の
も
の
は
変
え
な
い
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
以
上
の

整
理
は
、
素
材
敬
語
の
「
御
」
を
、「
御
」
の
付
く
語
が
敬
意
対
象
か
、

主
体
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
シ
ン
プ
ル
に
二
分
す
る
も
の
と
言
え
る
が
、

こ
の
よ
う
な
方
法
は
「
御
＋
名
詞
」
の
区
分
に
も
有
効
な
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。「
御
＋
名
詞
」
と
の
平
行
性
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
触
れ
た
い
。

　

次
に
、
丁
重
語
と
美
化
語
に
つ
い
て
は
、
森
山
氏
の
言
う
対
者
的
な
敬

意
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
の
区
別
そ
の
も
の
は
有
効
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
劉
氏
が
こ
れ
ら
を
「
美
化
語
」
と
一
括
し
て
扱
っ
て
い
る
通
り
両
者

は
連
続
的
で
あ
る
こ
と
、
近
世
以
前
は
対
者
敬
語
の
使
用
が
近
現
代
ほ
ど

義
務
的
で
な
く
、
用
例
か
ら
対
者
的
敬
意
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
容
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易
で
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
、
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
広
義
の
「
美

化
語
」
と
ま
と
め
て
考
え
る
。
そ
し
て
、
尊
敬
語
・
謙
譲
語
と
、
美
化
語

の
区
分
は
、
敬
意
対
象
ま
た
は
主
体
が
形
容
詞
の
主
語
と
し
て
存
在
す
る

か
、
と
い
う
点
で
区
分
す
る
。
年
月
の
経
過
や
出
来
事
の
様
子
な
ど
、
敬

意
対
象
で
も
主
体
で
も
な
い
も
の
が
主
語
と
な
る
場
合
に
、美
化
語
と
す
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
て
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
機
能
の
全
体
像
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

○
尊
敬
語
お
忙
し
い
型
…
敬
意
対
象
の
状
態
や
行
為
に
対
す
る
属
性
評
価

を
表
す
も
の
。

　
【
例
６
】
先
生
は
お
忙
し
い
で
す
か
。 

（
作
例
）

○
尊
敬
語
お
懐
か
し
い
型
…
敬
意
対
象
の
状
態
や
行
為
に
対
す
る
感
情
を

表
す
も
の
。

　
【
例
７
】
先
生
の
こ
と
が
お
懐
か
し
い
で
す
。 

（
作
例
）

○
謙
譲
語
お
恥
ず
か
し
い
型
…
主
体
側
の
状
態
や
行
為
に
対
す
る
感
情
を

表
す
も
の
。

　
【
例
８
】
皆
さ
ま
の
前
で
転
ん
で
お
恥
ず
か
し
い
で
す
。 
（
作
例
）

○
謙
譲
語
お
聞
き
苦
し
い
型
…
主
体
側
の
状
態
や
行
為
に
対
す
る
属
性
評

価
を
表
す
も
の
。

　
【
例
９
】
お
聞
き
苦
し
い
発
表
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
作
例
）

○
美
化
語
…
敬
意
対
象
と
主
体
の
い
ず
れ
へ
の
評
価
で
も
な
い
も
の
。

　
【
例
10
】
今
日
も
お
暑
い
で
す
ね
。 

（
作
例
）

　
【
例
11
】
お
め
で
た
く
新
年
と
な
り
ま
し
た
。 

（
作
例
）

第
三
節　
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史

　

第
一
項　

一
二
世
紀
以
前

　

本
節
で
は
、
前
節
で
示
し
た
枠
組
み
を
用
い
て
、「
御
＋
形
容
詞
」
の

発
達
史
を
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
本
節
で
は
、
和
文
物
語
・
軍
記
物
語
・
狂
言
な
ど
、
話
し
言
葉

の
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
資
料
を
通
し
て
大
き
な
流
れ

を
把
握
す
る
。
古
文
書
や
室
町
期
の
女
房
日
記
の
用
例
は
、
本
節
で
は
扱

わ
ず
、
次
節
で
改
め
て
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
形
態
上
の
発
達

史
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
挙
げ
た
近
藤
氏
の
結
論
に
異
論
は
な
く
、
新

た
な
知
見
を
示
す
こ
と
は
な
い
が
、
必
要
な
範
囲
で
触
れ
る
。

　

ま
ず
は
一
二
世
紀
以
前
の
状
況
を
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
こ
の
時
期

に
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
こ
か
ら
を
「
御
＋
形
容
詞
」
と
し
て
認
め
る
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
も
一
見
し
て
単
純
型
の
よ
う
に
見
え
る

例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
御
＋
（
形
容
詞
語
幹
＋
サ
型
の
）
名
詞
」（【
例

12
】）
か
、「
御
＋
形
容
詞
＋
（
敬
意
対
象
に
関
わ
る
）
名
詞
」（【
例
13
】）

の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
こ
の
点
が
「
御
＋
形
容
詞
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー



「御＋形容詞」の発達について─ 35 ─

は
未
成
立
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
さ
れ
る
（
大
岩
正
仲
（
一
九
六
三
）

九
七
～
九
八
頁
）。

　
【
例
12
】 

父
ノ
御
駿
サ
モ
皆
知
レ
リ
、
我
レ
ガ
駿
サ
ニ
等
ク
ハ
有
ト
モ
、

増
ル
事
非
ジ
、 

（『
今
昔
物
語
集
』
五
・
二
・
三
四
四
８
）

　
【
例
13
】 

公
私
に
を
こ
が
ま
し
き
名
を
弘
め
て
、
親
の
御
亡
き
影
を
辱

め
む
こ
と
の
い
み
じ
さ
に
な
む
、
や
が
て
世
を
棄
て
つ
る
門

出
な
り
け
り
、 
（『
源
氏
物
語
』28950_17200

）

　

一
方
で
、
形
容
詞
語
幹
の
サ
型
名
詞
や
「
形
容
詞
＋
名
詞
」
の
構
造
を

と
ら
ず
、
複
合
型
の
「
御
＋
形
容
詞
」
と
し
て
の
解
釈
が
可
能
な
例
そ
の

も
の
は
、
こ
の
時
期
か
ら
散
見
す
る
。

　
【
例
14
】 

院
は
、
あ
や
し
き
ま
で
御
心
な
が
く
、
仮
に
て
も
見
そ
め
た
ま

へ
る
人
は
…
（
略
）
…
方
々
に
つ
け
て
尋
ね
と
り
た
ま
ひ
つ
つ
、
あ

ま
た
集
へ
き
こ
え
た
ま
へ
れ
ど
、 （『
源
氏
物
語
』49910_28750

）

　
【
例
14
】
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
、「
御
＋
名
詞
＋
形
容
詞
」
が
い
つ
頃

か
ら
「
御
＋
（
複
合
）
形
容
詞
」
と
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は

不
明
だ
が
、
本
稿
で
は
、
形
態
・
統
語
的
に
複
合
型
と
し
て
解
釈
が
可
能

な
例
は
、
萌
芽
的
な
も
の
と
し
て
整
理
の
対
象
と
す
る
。
整
理
の
基
準
と

し
て
は
、（
Ａ
）
当
該
の
「
名
詞
＋
形
容
詞
」
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
複
合
形
容
詞
と
し
て
立
項
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
時
期
の
用
例
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、（
Ｂ
）
意
味
的
に
名
詞
の
み
を
修
飾
す
る
連
体
修
飾
部
を
伴

わ
ず
、「
御
＋
形
容
詞
」
と
し
て
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
、
も
の
と
す
る

（
一
三
世
紀
以
降
の
複
合
型
を
整
理
す
る
際
も
同
様
）。

　

こ
の
基
準
の
も
と
で
、
こ
の
時
期
の
「
御
＋
形
容
詞
」
の
敬
語
の
機
能

を
整
理
す
る
と
、
全
て
尊
敬
語
お
忙
し
い
型
と
な
っ
た
。
資
料
、
形
容
詞

の
種
類
、
用
例
数
は
、
本
節
末
尾
の
【
表
１
】
に
示
し
て
い
る
。

　

第
二
項　

一
三
～
一
四
世
紀

　

こ
の
時
期
に
は
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
す
る
と
と

も
に
、
尊
敬
語
お
懐
か
し
い
型
と
、
謙
譲
語
（
お
恥
ず
か
し
い
型
・
お
聞

き
苦
し
い
型
）
が
現
れ
る
。【
例
15
】
は
、
前
斎
宮
に
対
し
、
そ
ば
に
人

が
少
な
い
こ
と
へ
の
「
イ
タ
ハ
シ
」
と
い
う
感
情
を
表
し
た
、
尊
敬
語
お

懐
か
し
い
型
の
例
で
あ
る
。

　
【
例
15
】 

今
ぞ
お
ど
ろ
き
て
、「
こ
は
誰
そ
」
と
言
ふ
、「《
前
斎
宮
の
そ

ば
に
》
御
人
少
な
な
る
も
御
い
た
は
し
く
て
、
御
宿
直
し
は

べ
り
」
と
答
へ
ば
、 

（『
と
は
ず
が
た
り
』1480_970

）

　

な
お
、
形
容
詞
の
語
義
が
感
情
形
容
詞
で
も
、
敬
意
対
象
自
身
の
感
情

を
「
～
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
す
る
例
（【
例
16
】）
は
、
尊
敬
語
お
忙

し
い
型
と
し
た
。
た
だ
し
、
敬
意
対
象
Ａ
が
敬
意
対
象
Ｂ
を
「
～
と
存
じ

て
お
ら
れ
る
」
と
す
る
例
（【
例
17
】）
は
、
い
ず
れ
へ
の
敬
意
で
あ
る
か

厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
敬
意
対
象
Ａ
と
敬
意
対
象
Ｂ
と
の
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上
下
関
係
を
親
子
・
主
従
な
ど
に
基
づ
い
て
判
断
し
、
Ａ
の
方
が
高
い
場

合
は
お
忙
し
い
型
、
Ｂ
の
方
が
高
い
場
合
は
お
懐
か
し
い
型
と
し
て
、
機

械
的
に
整
理
し
た
。

　
【
例
16
】 《
高
倉
上
皇
は
》
…
（
略
）

…
去
年
高
倉
宮
の
う
た
れ
さ
せ
給
ひ

し
御
有
様
、
都
う
つ
り
と
て
あ
さ
ま
し
か
り
し
天
下
の
乱
、

か
や
う
の
事
ど
も
御
心
苦
し
う
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
よ
り
、

御
悩
つ
か
せ
給
ひ
て
、 （
覚
一
本
『
平
家
物
語
』7360_4630

）

　
【
例
17
】 

上
皇
は
法
皇
の
離
宮
、
故
亭
幽
閑
寂
寞
の
御
住
ひ
、
御
心
苦

し
く
御
覧
じ
お
か
せ
給
へ
ば
、

 

（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』25890_16360

）

　

次
に
、【
例
18
】、【
例
19
】
は
、「
妊
娠
中
の
相
手
と
関
係
を
持
つ
」「
宮

中
か
ら
追
放
さ
れ
る
」と
い
う
主
体
側
の
行
為
に
対
し
て
、「
後
ロ
メ
タ
シ
」

「
心
苦
シ
」
と
い
う
感
情
を
表
し
た
も
の
で
、
謙
譲
語
お
恥
ず
か
し
い
型

と
解
釈
で
き
る
例
で
あ
る（
２
）。
こ
れ
ら
は
、「
後
ロ
メ
タ
シ
」「
心
苦
シ
」
と

い
う
感
情
が
特
定
の
敬
意
対
象
へ
向
け
ら
れ
る
点
で
お
懐
か
し
い
型
と
の

連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
主
体
側
の
行
為
が
感
情
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
、
お
恥
ず
か
し
い
型
と
認
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
、
お
懐
か
し
い
型
と
連
続
性
の
あ
る
使
用
法
か
ら
、
謙
譲
語
が
発

生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
【
例
18
】 「
か
か
る
御
身
の
ほ
ど
《
筆
者
が
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
》
な
れ

ば
、《
話
者
「
雪
の
曙
」
か
ら
筆
者
に
対
し
て
》
つ
ゆ
御
後
ろ

め
た
き
ふ
る
ま
ひ
あ
る
ま
じ
き
を
、
年
月
の
心
の
色
を
た
だ

の
ど
か
に
言
ひ
聞
か
せ
む
」

 

（『
と
は
ず
が
た
り
』15920_10540

）

　
【
例
19
】 （【
例
１
】
再
掲
）「
我
身
の
事
は
い
か
で
も
あ
り
な
ん
、《
自

分
が
宮
中
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
が
》
君
の
御
た
め
御
心
苦

し
」
と
て
、
あ
る
暮
が
た
に
内
裏
を
出
で
て
、
ゆ
く
ゑ
も
知

ら
ず
う
せ
給
ひ
ぬ
、 

（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』7590_4760

）

　

さ
ら
に
、【
例
20
】
は
、
主
体
（
＝
「
祝
詞
の
師
」）
が
神
に
対
し
て
仕

え
る
様
子
の
属
性
を
「
御
ム
ツ
マ
シ
」
と
表
し
た
も
の
で
、
お
聞
き
苦
し

い
型
の
初
出
と
解
釈
で
き
る
例
で
あ
る
。

　
【
例
20
】 

祝
詞
の
師
と
い
ふ
は
、「
神
に
こ
と
さ
ら
御
む
つ
ま
し
く
宮
仕

ふ
者
な
り
」
と
い
ふ
が
参
り
て
、

 

（『
と
は
ず
が
た
り
』18970_12080

）

　

第
三
項　

一
五
～
一
六
世
紀

　

一
五
～
一
六
世
紀
に
は
、
前
代
に
引
き
続
き
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
が
み

ら
れ
る
。
美
化
語
の
確
例
が
い
ま
だ
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
一
三
～

一
四
世
紀
と
同
様
だ
が
、
こ
の
時
期
に
は
謙
譲
語
に
も
形
式
の
定
着
が
み

ら
れ
る
。【
例
21
】
の
よ
う
な
お
恥
ず
か
し
い
型
の
「
御
ハ
ヅ
カ
シ
」
は
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一
七
世
紀
以
降
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
お
り
、
現
代
共
通
語
の
「
お
恥

ず
か
し
い
」
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
言
え
る
。

　
【
例
21
】 

お
は
づ
か
し
ひ
申
事
な
れ
ど
も
、
お
ん
な
の
か
げ
で
い
ま
ま

で
某
は
、
ら
く
〳
〵
と
す
ぎ
て
御
ざ
る
に
、

 

（
虎
明
本
狂
言2300_1390

）

　
【
例
22
】
の
「
御
ム
ツ
カ
シ
」
は
、
自
ら
の
依
頼
を
「
ご
面
倒
な
が
ら
…
」

と
評
価
す
る
、
お
聞
き
苦
し
い
型
の
例
で
あ
る
。「
御
ム
ツ
カ
シ
」
は
、

虎
明
本
狂
言
に
は
【
例
22
】
が
み
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
近
世
後
期
の
洒
落

本
や
人
情
本
に
も
用
例
が
あ
る（
３
）。

　
【
例
22
】 

私
が
お
と
と
の
か
な
ぼ
う
し
が
、
此
程
さ
ん
〳
〵
わ
づ
ら
ひ

ま
ら
す
る
程
に
、
御
む
つ
か
し
な
が
ら
御
出
な
さ
れ
て
、
か

ぢ
有
て
く
だ
さ
れ
ひ
、 

（
虎
明
本
狂
言3940_2400

）

　

第
四
項　

一
七
～
一
八
世
紀

　

網
羅
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
美
化

語
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
点
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

【
例
23
】【
例
24
】
が
、
い
ず
れ
も
美
化
語
の
例
で
あ
る
。

　
【
例
23
】 《
正
月
の
場
面
で
》「
こ
と
し
、
こ
な
た
の
や
（
お
）

仕
合
は
残
る

事
な
し
、
何
事
も
お
め
で
た
い
」
と
い
は
ふ
た
り
、

 

（『
醒
睡
笑
』
八
・
三
二
六
16
）

　
【
例
24
】 

大
道
を
あ
り
〳
（〵
く
）

に
、
知
る
人
は
た
と
あ
ふ
、「
さ
て
も

お
久
し
や
」
と
詞
を
か
け
た
れ
ば
、「
御
札
の
如
く
」
と
申
け

り
、 

（『
醒
睡
笑
』
三
・
九
四
７
）

　

以
上
の
結
果
を
整
理
し
た
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。
一
〇
～
一
二
世
紀

頃
の
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
萌
芽
的
な
例
は
尊
敬
語
お
忙
し
い
型
で
あ
り
、

一
三
～
一
四
世
紀
頃
に
は
尊
敬
語
お
懐
か
し
い
型
と
と
も
に
謙
譲
語
（
お

恥
ず
か
し
い
型
・
お
聞
き
苦
し
い
型
）
が
現
れ
、
一
七
世
紀
ま
で
に
は
美

化
語
も
現
れ
る
。

第
四
節　
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
と
接
頭
辞
「
御
」
の

発
達
史

　

第
一
項　
「
御
＋
名
詞
」
と
の
平
行
性

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
第
一
節
で
挙
げ
た
、（
１
）「
御
＋
形
容
詞
」

の
発
達
を
、
尊
敬
語
・
謙
譲
語
と
い
っ
た
敬
語
の
機
能
上
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
か
、（
２
）
資
料
的
性
質
に
や
や
差
が
あ
る
各
資
料
の
用

例
を
、
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
て
理
解
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
立
ち

返
り
た
い
。

　

ま
ず
は
（
１
）
に
つ
い
て
考
え
る
。
前
節
の
結
果
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

は
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
機
能
上
の
発
達
過
程
が
、「
御
＋
名
詞
」
の
発
達
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と
同
様
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

大
塚
光
信
（
一
九
六
六
）
は
、
中
世
後
期
の
「
御
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
私
の
御
馬
一
匹
進
じ
そ

ろ
」
を
例
に
、「
聞
手
を
考
慮
す
る
う
え
に
た
っ
て
、
元
来
は
話
主
に
属

す
る
も
の
ま
で
「
御
」
で
待
遇
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
御
」
の
丁
寧
語

的
性
格
へ
の
移
行
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
四
三
頁
）。
ま
た
、

青
木
博
史
（
二
〇
一
八
）
も
、「
ゴ
ザ
ル
」
が
尊
敬
語
か
ら
丁
寧
語
の
機

能
を
生
じ
る
過
程
に
つ
い
て
、「
御
」
＋
「
座
＋
有
ル
」
と
い
う
語
構
成

を
背
景
と
し
て
「
御
＋
名
詞
」
と
同
様
の
変
化
を
経
た
こ
と
を
想
定
し
、

「
ソ
ト
の
人
物
」
に
対
し
て
使
用
す
る
尊
敬
語
か
ら
、「
ウ
チ
の
人
物
」

に
対
し
て
使
用
す
る
謙
譲
語
を
経
て
、
さ
ら
に
聞
き
手
へ
の
配
慮
を
示
す

丁
寧
語
へ
の
拡
張
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
一
六
四
～

一
六
八
頁
）。

　

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
「
御
＋
形
容
詞
」
に
つ
い
て
も
、
敬
意
対
象
に

対
す
る
評
価
で
あ
る
尊
敬
語
（
お
忙
し
い
型
）
が
最
初
に
現
れ
た
の
ち
、

お
懐
か
し
い
型
を
介
し
て
、
主
体
側
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
謙
譲
語
（
お

恥
ず
か
し
い
型
・
お
聞
き
苦
し
い
型
）
が
現
れ
た
と
い
う
点
で
、「
御
＋

名
詞
」
や
「
ゴ
ザ
ル
」
と
同
様
の
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
美
化
語
「
御
＋
名
詞
」
の
具
体
的
な
成
立
過
程
に
は
な
お
検
討
を
要

す
る
点
も
多
い
が
、
美
化
語
成
立
の
前
提
と
な
る
、
名
詞
そ
の
も
の
を
敬

意
の
対
象
と
す
る
「
自
体
尊
敬
」
の
用
例
は
一
一
世
紀
に
は
存
在
し
な
い

こ
と
（
吉
田
永
弘
（
二
〇
〇
八
））、
美
化
語
の
確
例
は
一
四
～
一
五
世
紀

に
早
い
例
が
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
久
保
一
男

（
二
〇
〇
九
））。こ
の
時
期
に
素
材
上
の
敬
意
対
象
を
必
要
と
し
な
い「
御
」

が
現
れ
る
と
い
う
点
で
、
美
化
語
の
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
も
、「
御

＋
名
詞
」
と
同
様
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
。
意
外
性
の
あ
る
結
論
で
は

な
い
が
、
第
二
節
の
整
理
を
行
っ
た
こ
と
で
、「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達

史
も
シ
ン
プ
ル
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
二
項　

古
文
書
・
室
町
期
女
房
日
記
に
お
け
る
「
御
＋
形
容
詞
」

　

さ
ら
に
（
２
）
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
前
節
で
用
例
が

見
ら
れ
た
形
容
詞
に
絞
っ
て
、
古
文
書
、
室
町
期
の
女
房
日
記
に
み
ら
れ

る
「
御
＋
形
容
詞
」
の
用
例
と
そ
の
敬
語
の
機
能
を
整
理
す
る
。
結
論
を

先
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
用
例
は
、
前
項
で
述
べ
た
過
程
を
裏

付
け
る
と
同
時
に
、
こ
の
過
程
の
一
段
階
具
体
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る

と
い
う
点
か
ら
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

古
文
書
の
「
御
＋
形
容
詞
」
の
確
例
は
一
三
世
紀
後
半
頃
に
現
れ
る
。

『
鎌
倉
遺
文
』に
仮
名
書
き
例
が
あ
る
も
の
に
、「
御
イ
タ
ハ
シ
」（【
例
25
】）

「
御
イ
ト
ホ
シ
」「
御
嬉
シ
」「
御
恨
メ
シ
」「
御
羨
マ
シ
」「
御
後
ロ
暗
シ
」

「
御
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
」「
御
心
苦
シ
」「
御
心
元
ナ
シ
」「
御
心
安
シ
」（【
例
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時
代

資
料

尊
敬
語

謙
譲
語

美
化
語

お
忙
し
い
型

お
懐
か
し
い
型

お
恥
ず
か
し
い
型

お
聞
き
苦
し
い
型

10ｃ～
12ｃ

竹
取
物
語

心
地

悪
シ

１
蜻
蛉
日
記

気
色

悪
シ

１
落
窪
物
語

心
地

悪
シ

１
　

心
憂

シ
１

　
快

シ
２

　
心

長
シ

１
和
泉
式
部
日
記

気
色

悪
シ

２

源
氏
物
語

気
色

悪
シ

４
　

心
清

シ
１

　
心

長
シ

１
　

様
良

シ
２

仲
良

シ
３

大
鏡

気
色

悪
シ

１
　

心
サ

ガ
無

シ
１

　
仲

悪
シ

１
　

仲
良

シ
１

今
昔
物
語
集

心
賢

シ
１

　
年

若
シ

１

13ｃ～
14ｃ

保
元
物
語

心
憎

シ
１

　
心

細
シ

４
　

心
弱

シ
１

　
罪

深
シ

１
　

仲
悪

シ
１

平
治
物
語

心
モ

ト
ナ

シ
１

　
心

安
シ

１
イ

タ
ハ

シ
１

覚
一
本
平
家
物
語

気
色

悪
シ

２
　

心
苦

シ
２

　
心

安
シ

６
　

快
シ

１
　

心
弱

シ
２

　
イ

タ
ハ

シ
１

　
後

ロ
メ

タ
シ

１
　

心
苦

シ
３

　
恋

シ
２

　
名

残
惜

シ
１

後
ロ

メ
タ

シ
１

　
心

苦
シ

１

延
慶
本
平
家
物
語

気
色

悪
シ

２
　

心
苦

シ
３

　
心

凄
シ

３
　

心
強

シ
１

　
心

長
シ

１
　

心
細

シ
２

　
心

モ
ト

ナ
シ

１
　

心
安

シ
１

　
快

シ
３

　
心

弱
シ

５
　

年
若

シ
２

　
名

残
惜

シ
２

　
情

深
シ

１
　

人
悪

シ
１

　
身

近
シ

４
物

狂
ハ

シ
１

心
苦

シ
２

　
名

残
惜

シ
２

後
ロ

暗
シ

１

十
訓
抄

気
色

悪
シ

３

と
は
ず
が
た
り

幼
シ

１
　

煩
ラ

ハ
シ

３

イ
タ

ハ
シ

２
　

恨
メ

シ
１

　
オ

ボ
ツ

カ
ナ

シ
１

　
心

苦
シ

２
　

名
残

惜
シ

１
　

名
残

多
シ

２
　

ユ
カ

シ
１

後
ロ

メ
タ

シ
１

　
面

目
ナ

シ
１

ム
ツ

マ
シ

１

徒
然
草

気
色

悪
シ

１

15ｃ～
16ｃ

御
伽
草
子

嬉
シ

１
　

心
苦

シ
１

　
心

深
シ

１
　

心
安

シ
４

　
ソ

バ
近

シ
２

　
名

残
惜

シ
２

　
懐

カ
シ

１
　

身
近

シ
１

イ
タ

ハ
シ

６
　

恨
メ

シ
１

　
vv

心
モ

ト
ナ

シ
１

　
名

残
惜

シ
４

　
懐

カ
シ

１
嬉

シ
１

　
恥

ヅ
カ

シ
１

天
草
版
平
家
物
語

心
苦

シ
１

　
心

安
シ

２
　

頼
モ

シ
１

　
近

シ
１

イ
タ

ハ
シ

１
　

イ
ト

ホ
シ

２
　

恋
シ

２

虎
明
本
狂
言

忙
（

ハ
）

シ
３

　
心

安
シ

４
　

寂
シ

１
　

情
ケ

ナ
シ

３
　

モ
ッ

タ
イ

ナ
シ

１
　

若
シ

１
　

イ
ト

シ
１

　
羨

マ
シ

１
　

頼
モ

シ
１

　
懐

カ
シ

１
　

残
リ

多
シ

１
恥

ヅ
カ

シ
３

　
面

目
ナ

シ
１

ム
ツ

カ
シ

１

17ｃ～
18ｃ

醒
睡
笑

心
安

シ
１

　
頼

モ
シ

１
　

仲
良

シ
１

イ
ト

シ
１

久
シ

２
　

メ
デ

タ
シ

１

近
松
浄
瑠
璃

忙
シ

１
　

心
弱

シ
１

　
寒

シ
１

　
シ

ワ
シ

１
　

情
ケ

ナ
シ

２
　

待
チ

遠
シ

１
　

珍
シ

１
　

メ
デ

タ
シ

４
　

優
シ

１
　

若
シ

１
イ

ト（
ホ

）シ
９

　
名

残
惜

シ
２

　
懐

カ
シ

１
　

残
リ

多
シ

２
　

ユ
カ

シ
１

嬉
シ

４
　

恥
ヅ

カ
シ

５
久

シ
５

　
メ

デ
タ

シ
３

　
易

シ
３

【
表
１
】　
一
一
～
一
八
世
紀
の
「
御
＋
形
容
詞
」
ま
と
め
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26
】）「
御
恋
シ
」「
御
頼
モ
シ
」「
御
名
残
惜
シ
」「
御
名
残
多
シ
」「
御
ユ

カ
シ
」「
御
幼
シ
」
が
あ
る
。
文
意
を
汲
み
が
た
い
例
も
多
い
が
、
尊
敬

語
と
解
し
て
問
題
な
い
例
が
大
半
で
あ
る
。

　
【
例
25
】 
大
乳
母
久
御
わ
た
り
、
御
い
た
わ
（
は
）

し
く
候
と
て
、
と
く
か

へ
さ
れ
て
候
、（
金
沢
文
庫
文
書
・
徳
治
三（
一
三
二
六
）
年
（
頃
）

正
月
一
七
日
金
沢
貞
顕
書
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
八
・

二
九
三
一
三
））

　
【
例
26
】 

此
労
今
者
複
（
復
）

本
候
へ
ハ
、
御
心
安
可
被
思
食
候
之
由
、
申

と
て
候
、

（
金
沢
文
庫
文
書
・（
一
四
世
紀
前
半
）
円
海
書
状
（『
鎌
倉
遺

文
』
三
四
・
二
五
九
五
五
））

　

一
五
～
一
六
世
紀
に
は
謙
譲
語
が
発
達
し
、
お
恥
ず
か
し
い
型
の
「
御

恥
ヅ
カ
シ
」（【
例
27
】）
や
、
お
聞
き
苦
し
い
型
の
「
御
ム
ツ
カ
シ
」（【
例

28
】）
な
ど
が
現
れ
る
。『
言
継
卿
記
』
紙
背
文
書
（「
史
料
纂
集
」
刊
行
分
）

に
は
「
御
ム
ツ
カ
シ
」
が
四
二
例
、「
御
恥
ヅ
カ
シ
」
が
八
例
と
、
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
【
例
27
】 

み
た
て
な
さ
御
は
つ
か
し
く
候
な
か
ら
、
一
か
二
い
ろ
、
ま

い
り
候
、（『
言
継
卿
記
』
紙
背
文
書
・（
一
六
世
紀
前
半
）
女

房
消
息
（
享
禄
二
年
三
月
四
～
六
日
紙
背
））

　
【
例
28
】 

御
六
借
敷
事
候
へ
共
、
此
歌
な
を
さ
れ
候
て
く
た
さ
れ
候
ハ
ゝ

祝
著
千
万
存
候
へ
く
候
、（『
言
継
卿
記
』
紙
背
文
書
・（
一
六

世
紀
中
盤
）高
倉
永
綱
書
状（
天
文
五
年
正
月
五
～
七
日
紙
背
））

　

美
化
語「
御
メ
デ
タ
シ
」「
御
久
シ
」も
一
五
～
一
六
世
紀
に
み
ら
れ
る
。

『
御
湯
殿
上
日
記
』
の
「
御
メ
デ
タ
シ
」
二
四
例
は
、
尊
敬
語
と
も
美
化

語
と
も
解
せ
る
例
が
多
い
が
、【
例
29
】
な
ど
「
宮
中
の
行
事
の
様
子
」

が
主
語
と
な
る
四
例
は
美
化
語
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
言
継
卿
記
』

紙
背
文
書
に
も
、「
歳
暮
の
よ
ろ
こ
び
」
を
「
御
メ
デ
タ
シ
」
と
述
べ
る
、

明
確
に
美
化
語
と
解
せ
る
例
が
一
例
あ
っ
た
（【
例
30
】）。

　
【
例
29
】
雨
ふ
る
、
御
楽
は
し
め
、
す
る
〳
〵
と
御
め
て
た
し
、

（『
御
湯
殿
上
日
記
』延
徳
三（
一
四
九
一
）年
三
月
一
七
日
条
）

　
【
例
30
】 

歳
暮
之
御
慶
、
千
秋
万
歳
、
御
目
出
候
、

（『
言
継
卿
記
』
紙
背
文
書
・（
一
六
世
紀
中
盤
）
中
時
具
書
状
・

天
文
一
三
年
九
月
二
三
～
二
五
日
紙
背
）

　

ま
た
、「
御
久
シ
」
の
例
は
僅
少
で
、【
例
31
】
は
管
見
に
入
っ
た
こ
の

時
期
唯
一
の
確
例
だ
が
、
美
化
語
「
御
久
シ
」
の
初
例
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
美
化
語
は
、
前
節
の
整
理
で
は
『
醒
睡
笑
』
を
初
出
と
す
る
が
、
こ

れ
を
遡
る
一
五
～
一
六
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
【
例
31
】 

を
の
〳
〵
お
と
な
中
へ
も
、
御
久
し
き
よ
し
、
お
そ
れ
な
か

ら
た
の
み
た
て
ま
つ
り
候
、

（
伊
達
家
文
書
・
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
一
二
月
二
五
日
伊
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達
政
宗
書
状
（「
大
日
本
古
文
書
」『
伊
達
家
文
書
』
二
巻

六
五
九
号
））

　

第
三
項　

古
文
書
・
室
町
期
女
房
日
記
の
用
例
の
位
置
づ
け

　

さ
ら
に
、
古
文
書
や
室
町
期
女
房
日
記
の
例
の
特
徴
は
、
尊
敬
語
や
、

そ
れ
に
非
常
に
近
い
「
御
メ
デ
タ
シ
」「
御
久
シ
」
の
例
が
見
ら
れ
、
美

化
語
が
発
生
す
る
過
程
が
具
体
的
に
う
か
が
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
【
例
32
】
の
「
御
メ
デ
タ
シ
」
は
、
一
条
実
材
が
後
光
厳
天
皇
の
御
笙

始
に
呼
ば
れ
た
こ
と
を
、
笙
の
師
匠
の
豊
原
龍
秋
が
祝
し
た
も
の
で
、
尊

敬
語
と
み
ら
れ
る
。【
例
32
】
を
は
じ
め
、『
園
太
暦
』
収
載
文
書
に
二
例
、

『
中
院
一
品
記
』
紙
背
文
書
に
二
例
、『
後
愚
昧
記
』
収
載
文
書
に
一
例

あ
る
一
四
世
紀
の
「
御
メ
デ
タ
シ
」
は
、
敬
意
対
象
の
様
子
や
境
遇
を
表

し
た
尊
敬
語
と
解
せ
る
例
が
多
く
、
少
な
く
と
も
「
出
来
事
の
様
子
」「
年

月
の
経
過
」
を
表
し
た
美
化
語
の
確
例
は
な
い
。「
御
久
シ
」
は
や
は
り

僅
少
だ
が
、
管
見
の
限
り
早
い
例
で
あ
る
【
例
33
】
は
、「
後
土
御
門
天

皇
の
服
す
る
薬
の
数
が
少
な
い
と
い
う
状
況
が
久
々
で
あ
る
こ
と
」
を
表

し
た
も
の
で
、
本
稿
の
分
類
上
は
美
化
語
に
属
す
る
も
の
の
、「
敬
意
対

象
に
関
係
す
る
時
間
の
経
過
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
尊

敬
語
と
の
連
続
性
を
強
く
感
じ
る
例
で
あ
る
。

　
【
例
32
】 

上
さ
ま
御
し
こ
う
の
御
事
申
さ
れ
、
御
く
わ
ん
ち
や
う
（
灌
頂
）

の
し
る
し
、
御
す
き
御
け
い
こ
の
御
ゆ
へ
、
御
み
や
う
か
（
冥
加
）

返
々
御
め
て
た
く
お
ほ
え
さ
せ
お
ハ
し
ま
し
候
、

（『
園
太
暦
』
延
文
三
（
一
三
五
八
）
年
八
月
一
四
日
条
・
豊

原
龍
秋
書
状
）

　
【
例
33
】 

あ
ん
せ
ん
寺
殿
と
し
み
ち
、
御
く
す
り
に
て
、「
こ
よ
ひ
は
御

久
し
く
御
か
す
す
く
な
き
」
よ
し
、
御
申
あ
り
、

（『
御
湯
殿
上
日
記
』延
徳
二（
一
四
九
〇
）年
一
二
月
三
日
条
）

　

さ
て
、
美
化
語
が
成
立
す
る
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
、
現
代
共
通
語

を
対
象
と
し
た
井
上
史
雄
（
二
〇
一
二
）
の
検
討
が
あ
る
。
井
上
氏
は
、

「
お
金
」「
お
茶
」
な
ど
現
代
共
通
語
の
美
化
語
に
つ
い
て
、「
あ
る
時
点

で
の
多
く
の
語
の
調
査
結
果
は
、
言
語
変
化
の
発
生
初
期
、
普
及
初
期
、

最
大
普
及
期
、
普
及
後
期
、
末
期
な
ど
様
々
な
段
階
を
示
す
可
能
性
が
あ

る
」
と
い
う
見
通
し
の
も
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
美
化
語
の
成

立
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
井
上
氏
は
、「
お
」
に
は
、
中
高
年
女
性
が

使
用
を
始
め
る
「
つ
け
す
ぎ
」、
男
性
・
女
性
と
も
子
ど
も
相
手
に
使
用

す
る
「
幼
児
語
」、
男
性
・
女
性
と
も
目
上
相
手
の
事
物
を
指
す
た
め
に

使
用
す
る
「
尊
敬
語
」（
ま
た
は
目
上
相
手
に
自
分
の
事
物
を
指
す
た
め

に
使
用
す
る
「
謙
譲
語
」）、
女
性
が
事
物
の
所
有
者
に
関
わ
り
な
く
使
用

す
る
「
女
性
語
」、
女
性
の
使
用
傾
向
に
男
性
が
合
わ
せ
る
形
で
普
及
す

る
「
美
化
語
」
の
五
段
階
が
あ
り
、
同
一
の
形
式
が
「
つ
け
す
ぎ
」
→
「
尊
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敬
語
」
→
（
場
合
に
よ
っ
て
「
謙
譲
語
」
→
）「
女
性
語
」
→
「
美
化
語
」、

ま
た
は
「
つ
け
す
ぎ
」
→
「
幼
児
語
」
→
「
女
性
語
」
→
「
美
化
語
」
と

い
う
流
れ
を
循
環
す
る
こ
と
で
、美
化
語
が
成
立
す
る
、と
述
べ
て
い
る
。

　

井
上
氏
の
想
定
す
る
過
程
が
一
五
～
一
六
世
紀
の
「
御
」
に
も
そ
の
ま

ま
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
、
井
上
氏
の
言
う
「
尊
敬
語
」「
美
化
語
」

と
本
稿
の
用
語
の
意
味
が
異
な
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
な
お
慎
重

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
あ
る
「
御
～
」
の

形
式
が
敬
意
対
象
を
伴
わ
な
い
用
法
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
敬
意

対
象
の
事
物
を
指
す
用
法
の
段
階
を
経
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
観
点
は

参
考
に
な
る
。
辻
村
敏
樹
（
一
九
六
八
）
に
も
、
美
化
語
の
成
立
に
つ
い

て
、「
話
し
手
が
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
と
い
う
意
識
か
ら
、
本
来
、
尊

敬
す
べ
き
対
象
に
つ
い
て
用
い
る
べ
き
敬
称
、
謙
遜
す
べ
き
対
象
（
＝
自

己
側
）
に
用
い
る
べ
き
謙
称
を
、
対
象
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
て
、
そ
れ
に

関
係
あ
る
も
の
、
更
に
ま
た
こ
れ
に
関
係
あ
る
も
の
へ
と
い
う
よ
う
に
広

げ
て
用
い
、
段
々
一
般
的
な
も
の
に
ま
で
及
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
起
こ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
六
一
頁
）。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、【
例
32
】【
例
33
】
の
よ
う
な
例
は
、

「
御
メ
デ
タ
シ
」「
御
久
シ
」
が
一
五
～
一
六
世
紀
に
美
化
語
と
し
て
定

着
す
る
以
前
に
、
尊
敬
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
段
階
を
経
て
い
た
こ
と
を

示
す
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
古
文
書
や
女
房
日
記
に
は
、
相
手
へ

の
配
慮
や
品
格
の
保
持
な
ど
の
動
機
か
ら
「
御
＋
形
容
詞
」
が
豊
富
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
四
～
一
五
世
紀
の
話
し
言
葉
の
過
渡
期
的

な
状
況
が
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
の
示
し
た
「
御
＋
形
容
詞
」
の
発
達
史
、
さ
ら
に
そ
れ
を
含
む
敬

語
接
頭
辞
「
御
」
の
発
達
史
は
、
森
山
由
紀
子
（
二
〇
〇
三
）
の
提
唱
す

る
「
尊
者
定
位
か
ら
自
己
定
位
へ
」（
二
一
二
頁
）
と
い
う
、
敬
語
史
の

大
き
な
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
個
々
の
現
象
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、
古
文
書

や
日
記
と
い
っ
た
、
話
し
言
葉
の
歴
史
を
考
え
る
際
に
は
周
辺
的
な
資
料

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
一
層
の
検
討
を
行
う
余
地
が
残
っ
て
い
そ
う
で

あ
る
。

注（１
） 「
御
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
形
態
素
（「（
オ
ホ
ン
・
オ
ン
・
オ
）
／
ゴ
／
ギ
ョ

／
ミ
）」、
な
ら
び
に
語
形
（「
オ
ホ
ン
／
オ
ン
／
オ
」）
は
、
統
語
的
・
意
味
的
な

共
通
性
を
も
と
に
、
本
稿
で
は
特
に
考
慮
し
な
い
。
た
だ
し
、
形
態
素
と
し
て
は

基
本
的
に
「
オ
ホ
ン
（
／
オ
ン
／
オ
）」
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、
音
声
上
は
「
オ
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ホ
ン
→
オ
ン
→
オ
」
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
み
な
し
、
こ
の
変
化
は
本
稿
で
論
じ

る
統
語
的
・
意
味
的
な
変
化
と
は
関
わ
り
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
２
） 

一
三
世
紀
以
降
は「
御
＋
形
容
詞
」と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
し
て
い
る
た
め
、

【
例
18
】
の
よ
う
な
「
御
＋
形
容
詞
＋
名
詞
」
の
形
式
を
排
除
す
る
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
こ
の
点
、
一
二
世
紀
以
前
の
扱
い
と
の
一
貫
性
が
問
題
と
な
る
が
、【
例

13
】
の
よ
う
な
一
二
世
紀
以
前
の
「
御
＋
形
容
詞
＋
名
詞
」（『
源
氏
物
語
』
に
七

例
）
は
、
全
て
敬
意
対
象
の
状
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
節
の
枠

組
み
で
言
え
ば
尊
敬
語
お
忙
し
い
型
に
類
似
す
る
。よ
っ
て
、本
節
で
述
べ
る「
御

＋
形
容
詞
」
の
変
化
の
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

（
３
） 「
お
目
に
か
か
つ
て
く
は
し
く
お
は
な
し
申
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
お
む
づ
か
し
く
も
お
逢
な
さ
つ
て
く
だ
さ
い
ま
し
」（『
春
色
梅
児
与
美
』

4600_2870

）
な
ど
。

文
献

青
木
博
史
（
二
〇
一
八
）「「
ご
ざ
る
」
の
丁
寧
語
化
を
め
ぐ
っ
て
」
青
木
博
史
・
小
柳

智
一
・
吉
田
永
弘
（
編
）『
日
本
語
文
法
史
研
究　

四
』
ひ
つ
じ
書
房

井
上
史
雄
（
二
〇
一
二
）「
美
化
語
「
お
」
の
循
環
過
程
と
幼
児
語
の
「
お
」」『
明
海
大

学
外
国
語
学
部
論
集
』
二
四

大
岩
正
仲
（
一
九
六
三
）「
御
─
用
法
と
意
味
─
」『
国
語
学
』
五
二

大
久
保
一
男
（
二
〇
〇
九
）「
私
の
お
気
に
入
り
」『
国
学
院
雑
誌
』
一
一
〇
・
一
二

菊
地
康
人
（
一
九
九
七
）『
敬
語
』（「
講
談
社
学
術
文
庫
」
一
二
六
八
）
講
談
社

国
田
百
合
子
（
一
九
六
四
）「
特
集　

国
語
学—

新
資
料
の
紹
介
と
論
究　

敬
語
接
頭
辞

と
動
作
語
・
形
容
語
と
の
融
合
」『
文
学
・
語
学
』
三
三

小
松
正
（
一
九
六
七
）「
平
家
物
語
を
中
心
と
し
た
接
頭
語
「
御
」」『
文
芸
研
究
』
六
一

近
藤
政
美（
一
九
七
〇
）「
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
形
容
詞
の
敬
譲
表
現
に
つ
い
て
」『
説

林
』
一
九

─
─
─
─
（
一
九
七
二
）「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
形
容
詞
の
敬
譲
表
現
に
つ
い
て
─
金
沢

文
庫
古
文
書
を
中
心
に
し
て
─
」『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
三
〇
号

坂
詰
力
治
（
二
〇
〇
八
）「
御
伽
草
子
に
見
る
室
町
時
代
語
的
様
相
─
形
容
詞
を
中
心
に

─
」『
近
代
語
研
究 

二
四
』
武
蔵
野
書
院

辻
村
敏
樹
（
一
九
六
八
）『
敬
語
の
史
的
研
究
』
東
京
堂
出
版

中
村
幸
弘
・
大
久
保
一
男
・
碁
石
雅
利
（
二
〇
〇
二
）『
古
典
敬
語
詳
説
』
右
文
書
院

細
川
英
雄
（
一
九
九
五
）「
形
容
詞
・
副
詞
の
敬
語
法　

評
価
性
形
容
詞
に
ふ
れ
て
」『
国

文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
〇
・
一
四

村
田
志
保
（
二
〇
一
二
）「
形
容
詞
の
敬
語
表
現
と
接
頭
辞
「
お
／
ご
」
の
関
連
性
に
つ

い
て
─
日
本
語
教
育
初
級
レ
ベ
ル
で
の
導
入
を
目
指
し
て
─
」『
人
間
文
化
研
究
』

一
八

森
野
宗
明
（
一
九
六
四
）「
鎌
倉
時
代
の
敬
語
二
題
─
「
御
」
の
形
容
詞
直
接
用
法
と
「
申

せ
し
」
型
接
続
形
式
と
─
」『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
』
一

森
山
卓
郎
（
二
〇
二
〇
）「
形
容
詞
の
敬
語 

─
「
お
＋
形
容
詞
」
を
中
心
に
─
」『
国
文

学
研
究
』
一
九
一

森
山
由
紀
子
（
二
〇
〇
三
）「
謙
譲
語
か
ら
見
た
敬
語
史
、
丁
寧
語
か
ら
見
た
敬
語
史
─

「
尊
者
定
位
」
か
ら
「
自
己
定
位
」
へ
─
」
菊
地
康
人
（
編
）『
敬
語
』（「
朝
倉

日
本
語
講
座
」
八
）
朝
倉
書
店

山
田
孝
雄
（
一
九
五
四
）『
平
家
物
語
の
語
法
』
宝
文
館

吉
田
永
弘
（
二
〇
〇
八
）「
源
氏
物
語
の
「
御
」
─
自
体
尊
敬
の
存
否
─
」『
国
学
院
雑
誌
』

一
〇
九
・
一
〇

劉
志
偉
（
二
〇
二
一
）「
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
に
基
づ
く
形
容
詞
の
敬
語
に
関
す
る
一
考
察
」

『
埼
玉
大
学
紀
要　

教
養
学
部
』
五
七
・
一

和
田
利
政
（
一
九
六
七
）「「
と
は
ず
が
た
り
」
の
敬
語
─
御
＝
形
容
詞
・
覚
え
給
ふ
」『
国

学
院
雑
誌
』
六
八
・
一
二
号
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利
用
資
料

※ 
用
例
収
集
に
利
用
し
た
資
料
を
（
▽
）
と
し
て
記
す
。『
竹
取
物
語
』・『
蜻
蛉
日
記
』・

『
落
窪
物
語
』・『
和
泉
式
部
日
記
』・『
源
氏
物
語
』・『
大
鏡
』
…
国
立
国
語
研
究
所

（
二
〇
二
三
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス　

平
安
時
代
編
Ⅰ
仮
名
文
学
』（
短
単
位
デ
ー

タ 1.3/

長
単
位
デ
ー
タ 1.3

）（
検
索
は
キ
ー
：
品
詞
─
大
分
類
─
形
容
詞
、
前
方
共

起
１
（
キ
ー
か
ら
１
語
）：
語
彙
素
─
「
御
」、
な
ら
び
に
キ
ー
：
品
詞
─
大
分
類
─

形
容
詞
、
前
方
共
起
１
（
キ
ー
か
ら
１
語
）：
品
詞
─
大
分
類
─
名
詞
、
前
方
共
起
２

（
キ
ー
か
ら
２
語
）：
語
彙
素
─
「
御
」
に
よ
る
。
以
下
同
様
。）、『
今
昔
物
語
集
』（
天

竺
部
・
震
旦
部
）
…
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」、『
今
昔
物
語
集
』（
本
朝
部
）・『
宇
治

拾
遺
物
語
』・『
十
訓
抄
』・『
徒
然
草
』
…
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
六
）『
日
本
語

歴
史
コ
ー
パ
ス 

鎌
倉
時
代
編
Ⅰ
説
話
・
随
筆
』（
短
単
位
デ
ー
タ 1.1/

長
単
位
デ
ー

タ 1.1

）、『
と
は
ず
が
た
り
』
…
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
七
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス　

鎌
倉
時
代
編
Ⅱ
日
記
・
紀
行
』（
短
単
位
デ
ー
タ1.0/

長 

単
位
デ
ー
タ 1.0

）、

『
保
元
物
語
』・『
平
治
物
語
』・
覚
一
本『
平
家
物
語
』…
国
立
国
語
研
究
所（
二
〇
二
二
）

『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス 

鎌
倉
時
代
編
Ⅲ
軍
記
』（
短
単
位
デ
ー
タ 1.0/

長
単
位
デ
ー

タ 1.0

）、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
…
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
（
編
）（
一
九
九
〇
）『
延

慶
本
平
家
物
語 

本
文
篇
（
上
～
下
）』
勉
誠
社
、『
御
伽
草
子
』
…
「
日
本
古
典
文
学

大
系
」、天
草
版『
平
家
物
語
』…
国
立
国
語
研
究
所（
二
〇
二
四
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス　

室
町
時
代
編
Ⅱ
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
』（
短
単
位
デ
ー
タ 1.1/
長
単
位
デ
ー
タ 

1.1

）、
虎
明
本
狂
言
…
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
六
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス　

室
町
時
代
編
Ⅰ
狂
言
』（
短
単
位
デ
ー
タ 1.1/

長
単
位
デ
ー
タ 1.1

）、『
醒
睡
笑
』…「
笠

間
索
引
叢
刊
」、
近
松
浄
瑠
璃
…
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
〇
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス　

江
戸
時
代
編
Ⅲ
近
松
浄
瑠
璃
』（ver 1.0

）、『
春
色
梅
児
与
美
』
…
国
立
国
語

研
究
所（
二
〇
一
九
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス　

江
戸
時
代
編
Ⅱ
人
情
本
』（ver 0.8

）、

「
鎌
倉
遺
文
」（
一
～
四
二
巻
・「
補
遺
編
」
一
～
四
巻
・「
東
寺
文
書
」
一
～
二
巻
）、

「
大
日
本
古
文
書
」（「
伊
達
家
文
書
」
一
～
一
〇
巻
）、『
中
院
一
品
記
』
紙
背
文
書
、

『
後
愚
昧
記
』
収
載
文
書
（
▽
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、『
園
太
暦
』

収
載
文
書
…
「
史
料
纂
集
」（
▽Japan　

K
now

ledge

）、『
言
継
卿
記
』
紙
背
文
書

…
「
史
料
纂
集
」、『
御
湯
殿
上
日
記
』
…
「
群
書
類
従
」（
▽Japan　

K
now

ledge

）

［
付
記
］　

本
編
はJSPS

科
研
費24K

J0587

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


